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Serial Dilutions of Antibody
—— Control Auigen= 100ug —— Amizer= 10nz

—— Antiger= Deg —— Amizer= 100ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	この転移抑制遺伝子産物は、膜貫通型糖タンパク質4スーパーファミリーに属する。この遺伝子の発現はヒト癌の腫瘍進行において低下することが示されており、プロモーター領域のコンセンサス結合配列を介してp53によって活性化される。この遺伝子の発現とp53の発現は強く相関しており、これら2つのタンパク質の発現低下は前立腺癌患者の生存率低下と関連している。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが見つかっている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD82 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD82 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD82 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD82 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ウサギ胃組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD82 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ウサギ小腸組織の免疫組織化学分析。

